
光ファイバ用合成石英ガラス
SUPRASIL-F300

石英ガラスは、様々な工業用材料のなかでも、最も光透過性の良い材料として、通信用光ファイ

バに広く使用されています。

石英系光ファイバは、伝送損失が小さく、広帯域長距離伝送通信用に広く実用化されています。

信越石英の合成石英ガラスSuprasil-F300は、ＭＣＶＤ法，ＰＣＶＤ法におけるプリフォームコア部

の製造工程に使われるサブストレート管として、また、クラッド部をジャケット法（Sleeving法）で製

造する際のジャケット管として、ユーザーから高い評価を得ています。










